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[冬季雜筆]　歳暮雜感　　
李光洙

[bookmark: _GoBack]　私 (わたし)は春 (はる)とか秋 (あき)とか云 (い)ふ、季 (き)節 (せつ)のうつりかはりは人並 (なみ)に感 (かん)ずるつもりですが、歳の始 (はじめ)とか暮 (くれ)とか云 (い)ふ様 (やう)なことには殆 (ほとん)ど興 (けう)味 (み)を失 (うしな)つて了 (しま)ひました。何時 (いつ)頃 (ころ)からさうなつたのかと、お聴 (き)きになっても、一寸お答 (こたへ)に窮 (きう)しますが、もう餘 (よ)程 (ほど)前からの様 (やう)であります。
　子供 (ども)の時にお正月が待 (ま)ち遠 (とほ)しかつたのは云 (い)ふまでもありませぬ。何故 (ぜ)お正月が待遠 (まちとほ)しかつたのか、それは童心 (どうしん)に共通 (けうつう)な所でありませうが、私 (わたし)等は無性 (せう)にお正月を嬉 (うれ)しがる方でありました。ところが今では殆 (ほとん)ど、そんなものに興 (けう)味 (み)がないのです。
　數 (すう)年前に一度、病 (べう)院 (いん)で除 (じよ)夜 (や)の鐘 (かね)を聴 (き)きながら一人 (り)で歌 (うた)を詠んだりしたことがありました。見舞 (まひ)に贈 (おく)られた、松 (せう)竹 (ちく)梅 (ばい)の鉢 (はち)が綻びて、微 (かす)かな薫を發 (はつ)して居 (を)りました。これが私 (わたし)に取つて、最 (さい)近 (きん)の除 (じよ)夜 (や)の思出であります。
　三寒 (かん)四温 (おん)が繰 (くり)返 (かへ)したり、雪 (ゆき)が降 (ふ)つたり、街 (がい)路 (ろ)に雪 (ゆき)融けがしたりして居 (を)ります。晝 (ひる)には太陽 (たいよう)が上り、夜 (よ)空 (そら)には星 (ほし)がきらめきます。歳 (せい)暮 (ぼ)だからと云 (い)つて何んの變 (へん)哲 (てつ)もありませぬ。
　家内が病 (べう)氣 (き)で、酷 (ひど)く苦 (く)痛 (つう)をして居 (を)りますが、大晦日だと云ふんで病 (べう)氣 (き)がけろりと直るとも思 (おも)へませぬ。風邪で熱 (ねつ)を出した、子供 (とも)達 (たち)の熱 (ねつ)が収 (おさ)まりました。彼 (かれ)等は、今いくつ寝 (ね)たらお正月だ、お正月になれば、八つになるんだ、六つになるんだ、おにいちやんが十二歳 (さい)になるんだと、日に何回 (くわい)ともなく議 (ぎ)論 (ろん)に花 (はな)を咲 (さ)かせます。併 (しか)し母 (はは)が病 (べう)氣 (き)と來て居 (ゐ)るから、彼 (かれ)等にはお雜 (ざう)煮 (に)や新 (あたら)しいおべゝも何 (ど)うかと氣 (き)遣 (づか)はれます。
　年末 (まつ)風景 (ふうけい)――もつとも都 (と)市だけですが――の代 (だい)表 (へう)とも云 (い)ふべき景 (けい)品 (ひん)附大賣出と云 (い)ふ物が、今年 (とし)はないさうです。時節 (せつ)柄 (がら)の自 (じ)肅 (しゆく)だと受け取れますが、それにしても毎日贈 (ぞう)答 (とう)品 (ひん)の賣 (うり)上高は、遙 (はるか)に昨 (さく)年のそれを越 (こ)して居 (ゐ)ると新聞 (ぶん)が云 (い)つて居 (ゐ)るのは、笑 (わら)つて好 (よ)いことやら、泣 (な)いて好 (よ)いことやら。まだまだ駄目 (だめ)ですねと云 (い)ふべきだらうと思 (おも)ひます。
　先日御飯 (ごはん)が切 (きれ)て困 (こま)つたことがありました。得 (とく)意 (い)の米 (こめ)屋 (や)を二軒 (けん)も捜 (さが)したが一升 (せう)も得 (え)られぬので、已 (や)むなく粘米を買つて來て、凡二日間お硬 (こわ)で暮 (く)らしたまでは好 (よ)かつたが、やつと熱 (ねつ)の下 (さ)がりかけた子供 (とも)達 (たち)の熱 (ねつ)が上がつたので閉口 (へいこう)いたしました。お硬 (こわ)を食べると子供 (とも)は熱 (ねつ)を出すと云 (い)ふことを醫 (い)者 (しや)たる家内から聴 (き)かされてはふはふの態で町中を驅 (かけ)廻 (まは)つて、やつといくらかのお米にありつきました。これも歳暮 (せいぼ)風景 (ふうけい)でしょうか。
　友 (いう)人から贈 (おく)られた水 (すい)仙 (せん)が、もう四寸も五寸も青 (あお)々と延 (の)びて居 (ゐ)ます。花 (はな)を着 (つ)けるのも間 (ま)もないことぢやないでせうか。一體 (たい)水 (すい)仙 (せん)なんて、私 (わたし)の様 (やう)なものにふさはしい花 (はな)ではありませぬ。一體 (たい)私 (わたし)をなんと思 (おも)つて、あんな上品 (ひん)な、貴 (き)族 (ぞく)的 (てき)な花 (はな)を送 (おく)つてくれたのか、その友 (いう)人の氣 (き)が知 (し)れませぬ。私 (わたし)には精 (せい)々野 (の)菊 (ぎく)や甘 (あま)菊 (ぎく)ですね。昨 (さく)年も入院 (いん)中に、チウリツプだの、ヒヤシンスだの、百合 (ゆり)だの、グラヂオラスだの、柄 (がら)にもない花 (はな)供 (く)養 (よう)を受けました、いづれも私には緣 (えん)の遠 (とほ)いものでありました。たゞ北漢 (かん)山の、未 (ま)だ氷 (こほり)も融けぬ谷 (たに)間 (ま)から取つて來たと云 (い)ふ猫 (ねこ)柳 (やなぎ)だけは懐 (なつ)かしいと思ひましたので、歌 (うた)を詠 (よ)んだこともありました。猫 (ねこ)柳 (やなぎ)は歳 (せい)暮 (ぼ)には、かゝはりのないものでせうね。
　今年は燃 (ねん)料 (れう)節 (せつ)約で、學 (がく)校 (こう)の冬 (とう)期 (き)休 (きう)暇 (か)が長 (なが)くなると云 (い)ふので、小 (せう)學 (がく)四年の男の子が、思 (おも)ふ存 (ぞん)分スケートが出來るんだと力んでをります。あれもどうしたことか、お正月そのものには大して興 (けう)味 (み)を持たぬ様 (やう)です。要するに朝鮮 (せん)の家庭 (てい)では、借 (しやく)金を通 (とほ)して以 (い)外 (ぐわい)には、歳 (とし)の暮 (くれ)や始 (はじめ)を感 (かん)じなくなつたのではないでせうか。所謂 (いはゆる)お節 (せつ)句 (く)氣 (き)分が、隨 (ずい)分永 (なが)く、朝鮮 (せん)の家庭 (てい)からは消 (せう)失 (しつ)した様 (やう)に思 (おも)はれます。
　神 (しん)宮 (ぐう)神 (しん)社 (しや)では大祓 (はらひ)と云 (い)ふ行 (げう)事がありますね。年二回 (くわい)六月晦日 (みそか)と大晦日 (みそか)とに、神 (しん)前に於 (お)いて過 (くわ)去半 (はん)歳 (さい)間の身や心 (こころ)のけがれを祓って頂 (いたゞ)くことであるが、さうすれば、元旦 (たん)には『あな手伸し』『あなさやけし』[footnoteRef:1]の清 (きよ)き心 (こころ)で、新規 (き)播き直しの生活 (くわつ)を始めると云 (い)ふことになつて歳 (せい)暮 (ぼ)とか新年とか云 (い)ふ意義 (いぎ)が、それこそはつきりと意義 (いぎ)を持つて參りませう。しくじりがちの我 (わが)身、けがれ通 (とほ)しの我 (わ)が身、何時までもくよくよと懺 (ざん)悔 (げ)の憂鬱 (ゆううつ)さだけでは始 (はじ)まらぬ。昨 (さく)日祓つて頂 (いたゞ)いたのだ、今日からはさやけき此 (こ)の身なのだ、と出直すことは、人間として誠 (まこと)に必 (ひつ)要なことだと思 (おも)ひます。かう云 (い)ふ宗 (しう)教 (けう)的 (てき)な觀 (くわん)點 (てん)からすれば、歳 (せい)暮 (ぼ)は誠 (まこと)に意 (い)義 (ぎ)の深 (ふか)いもので、この一年中の我 (わ)が身の負債 (おひめ)を、物 (ぶつ)質 (しつ)的 (てき)であらうと、精 (せい)神 (しん)的 (てき)であらうと、すつかり返濟 (へんさい)し盡 (つく)して、一厘 (りん)一毛 (もう)をも新年には持ち越 (こ)さないと云ふ心 (こころ)掛 (かけ)は誠 (まこと)に望 (のぞ)ましく奥 (おく)床 (ゆか)しいものの様 (やう)に思 (おも)はれます。借 (か)りたものも返 (かへ)す、悪 (わる)かつたものもあやまりお詫 (わび)をする、そして人間の悲 (かな)しさに、自 (じ)分では意 (い)識 (しき)なしに犯 (おか)した諸 (もろ)々のけがれ、諸 (もろ)々の曲 (まが)事までも神 (かみ)に祓つて頂 (いたゞ)いて、湯 (ゆ)上りの様 (やう)な綺 (き)麗 (れい)さつぱりした心 (こころ)持になつて、除 (じよ)夜 (や)の鐘 (かね)に耳を澄 (す)ましつゝ、銘 (めい)々のお宗 (しう)旨 (し)にしたがつて、或 (あるひ)は神 (かみ)に、或 (あるひ)は佛 (ほとけ)に、じつと祈 (いの)り込 (こ)む、これは實 (じつ)に結 (けつ)構 (こう)な、嬉 (うれ)しいことだと思 (おも)ひます。 [1:  「手伸し」は「たのし」と読む。「あな、たのし（ああ楽しい）」、「あな、さやけし（ああ清らかだ）」は、日本神話で天照大神が天岩戸から出て世界に光がもどったときに神々の発した言葉。] 

　これで編 (へん)集 (しう)子の命 (めい)ぜられた歳暮雜 (せいぼざつ)感 (かん)の責 (せめ)が塞 (ふさ)げますか。御免 (めん)下さい。
